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◆ 議員自ら飾りつけ◆ 議員自ら飾りつけ

◆ 議員も一緒にまつりを盛り上げ◆ 議員も一緒にまつりを盛り上げ

▼ 子ども議員をお出迎え▼ 子ども議員をお出迎え

▲ 友好交流都市津南町で▲ 友好交流都市津南町で
　 災害への備えを視察　 災害への備えを視察



議案質疑議案質疑

（ 3 ） （ 2 ）

主
な
議
案
審
議

◆
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農

　

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

　

定
数
を
定
め
る
条
例

法
律
の
改
正
に
伴
い
、農
業
委

員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
定
数
を
定
め
る
も
の

Ｑ　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
設
置
の
経
緯
と
役
割
は
。

Ａ　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、農

業
委
員
会
の
重
点
業
務
と
し
て

農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
が

明
確
化
さ
れ
、地
域
で
の
活
動

を
担
う
も
の
と
し
て
設
置
す
る
。

Ｑ　

農
業
委
員
会
全
体
で
は
定

員
増
と
な
る
が
、そ
の
狙
い
は
。

Ａ　

法
律
改
正
の
目
的
が
、遊

休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に

向
け
て
、担
い
手
農
家
へ
の
集

積
・
集
約
化
、新
規
参
入
の
促
進

と
い
っ
た
農
地
利
用
の
最
適
化

を
果
た
す
こ
と
に
あ
り
、農
業

委
員
会
の
機
能
強
化
を
図
る
こ

と
と
し
た
。

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人

　

員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

　

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
改

正
に
伴
い
、主
任
介
護
支
援
専

門
員
の
規
定
を
改
め
る
も
の

Ｑ　

主
任
介
護
支
援
専
門
員
の

更
新
研
修
導
入
の
背
景
は
。

Ａ　

主
任
介
護
支
援
専
門
員
に

は
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
実
現
す
る
た
め
の
役
割
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、知
識
や
技
術
、

資
質
の
向
上
を
図
る
機
会
と
し

て
、定
期
的
な
更
新
制
が
導
入

さ
れ
た
。

Ｑ　

研
修
の
具
体
的
な
内
容
は
。

Ａ　

主
任
介
護
支
援
専
門
員
に

必
要
な
能
力
の
保
持
・
向
上
を

目
的
と
し
て
、実
践
の
振
り
返

り
と
指
導
支
援
を
中
心
に
、介

護
保
険
制
度
と
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
動
向
、認
知
症
に

関
す
る
こ
と
な
ど
を
学
ぶ
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

Ｑ　

住
基
シ
ス
テ
ム
に
旧
姓
を

併
記
す
る
た
め
の
改
修
を
行
う

メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ　

現
在
の
氏
名
と
旧
姓
が
併

記
さ
れ
た
証
明
書
な
ど
を
受
け

取
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

公
的
な
書
類
に
旧
姓
を
併
記

用
地
な
ど
の
売
却
、ふ
る
さ
と

納
税
の
Ｐ
Ｒ
や
返
礼
品
の
拡
充

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。特

に
徴
収
事
務
は
、効
率
的
な
滞

納
処
分
を
実
施
す
る
た
め
、臨

時
職
員
を
３
名
採
用
し
、体
制

の
強
化
を
図
っ
た
。

Ｑ　

市
税
の
不
納
欠
損
が
前
年

よ
り
も
７
３
３
件
増
加
し
６
千

４
４
０
件
、約
１
億
３
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
が
、見
解
は
。

Ａ　

増
加
の
要
因
は
、納
税
者

の
高
齢
化
と
疾
病
な
ど
に
よ
る

収
入
減
、稼
働
年
齢
層
の
離
職

後
の
未
就
労
や
非
正
規
雇
用
に

伴
う
低
収
入
な
ど
に
よ
り
、担

税
力
の
な
い
滞
納
者
が
継
続
的

に
発
生
し
て
い
る
た
め
と
考
え

る
。今
後
も
納
税
相
談
、財
産
調

査
な
ど
を
と
お
し
て
、生
活
力

を
十
分
把
握
し
、適
正
な
滞
納

整
理
を
実
施
す
る
。

Ｑ　

ふ
る
さ
と
モ
ノ
づ
く
り
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
寄
附
金

の
内
訳
は
。

Ａ　

10
万
円
が
１
社
、５
万
円

が
１
社
、３
万
円
が
３
社
、１
万

円
が
２
社
の
合
計
26
万
円
。

　
【
歳　

出
】

◇
◇　

全　

般　

◇
◇

Ｑ　

社
会
的
要
因
に
伴
う
28
年

度
に
お
け
る
歳
出
の
傾
向
は
。

Ａ　

義
務
的
経
費
は
依
然
と
し

て
社
会
保
障
関
連
経
費
で
あ
る

扶
助
費
が
増
加
し
て
い
る
。公

債
費
は
、臨
時
財
政
対
策
債
の

償
還
元
金
の
増
に
よ
り
増
加
、

人
件
費
は
、職
員
数
の
削
減
な

ど
に
よ
り
減
少
し
た
。経
費
削

減
に
努
め
た
結
果
、物
件
費
や

補
助
費
な
ど
が
減
少
し
て
い
る

ほ
か
、普
通
建
設
事
業
費
に
つ

い
て
も
減
少
と
な
っ
た
。

Ｑ　

28
年
度
予
算
は
、小
谷
野

市
長
就
任
後
、初
め
て
編
成
し

た
も
の
だ
が
、廃
止
し
た
事
業

の
件
数
と
金
額
は
。

Ａ　

廃
止
し
た
事
業
は
、平
和

意
識
高
揚
事
業
と
開
放
プ
ー
ル

等
管
理
事
業
の
２
件
で
９
７
９

万
７
千
円
。個
別
で
は
、原
子
爆

弾
被
爆
者
見
舞
金
、敬
老
祝
い

主任介護支援専門員とは
　介護保険サービスや医療
サービスを提供する方との
連絡調整、介護支援専門員に
助言・指導などを行う専門
職。実務経験５年以上で、地
域包括支援センターなどに
配置されています。

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、戸
籍
上
の

姓
と
旧
姓
を
使
い
分
け
て
い
る

方
に
と
っ
て
、自
分
の
身
分
証

明
が
で
き
た
り
、今
ま
で
積
み

上
げ
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
が
分
断

さ
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
生

か
せ
る
よ
う
に
な
る
。

◆
狭
山
市
駅
東
口
土
地
区
画
整

　

理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）

Ｑ　

東
口
区
画
整
理
事
業
の
清

算
金
の
徴
収
・
交
付
の
時
期
は
。

Ａ　

平
成
29
年
度
末
に
予
定
し

て
い
る
換
地
処
分
後
、登
記
や

清
算
金
確
定
通
知
の
発
送
な
ど

の
諸
手
続
を
行
う
必
要
が
あ

り
、30
年
秋
ご
ろ
を
予
定
し
て

い
る
。

平
成
28
年
度

一
般
会
計
決
算
認
定

　
【
歳　

入
】

Ｑ　

実
質
単
年
度
収
支
が
６
年

ぶ
り
の
黒
字
と
な
っ
た
が
、自

主
財
源
の
確
保
に
向
け
、ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

Ａ　

市
税
の
徴
収
強
化
や
未
利

金
、長
寿
者
家
族
慰
労
品
な
ど

の
３
件
で
、２
千
９
４
６
万
９

千
円
。合
計
で
５
件
、３
千
９

２
６
万
６
千
円
で
あ
る
。

◇
◇　

安　

全　

◇
◇

Ｑ　

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

費
の
執
行
額
は
前
年
度
の
約
半

分
だ
が
、当
初
の
計
画
に
対
応

で
き
た
の
か
。

Ａ　

小
中
学
校
か
ら
の
要
望
で

区
画
線
設
置
工
事
を
実
施
し
た
。

ま
た
、自
治
会
か
ら
の
要
望
で
、

道
路
反
射
鏡
設
置
工
事
を
実
施

し
、安
全
確
保
に
努
め
た
。

　

不
用
額
は
、道
路
照
明
灯
の

設
置
工
事
が
な
か
っ
た
こ
と
や

道
路
反
射
鏡
の
設
置
工
事
が
減

少
し
た
た
め
。

◇
◇　

福　

祉　

◇
◇

Ｑ　

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行

後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

Ａ　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
さ
や
ま
、さ
ら
に
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
、チ
ラ
シ
を
作
成
し
、介
護

保
険
事
業
所
や
工
業
会
会
員
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
配
布
す
る
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
手
法
、媒
体
を

活
用
し
、周
知
啓
発
し
た
。職
員

に
は
、新
入
職
員
研
修
な
ど
、体

系
的
に
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ　

保
育
所
の
待
機
児
童
は
。

Ａ　

28
年
度
末
現
在
１
４
５
人
、

29
年
度
当
初
の
待
機
児
童
数
は

46
人
。

Ｑ　

家
屋
等
消
毒
委
託
料
の
内

容
は
。

Ａ　

昨
年
の
台
風
９
号
で
、多

く
の
家
屋
が
床
上
・
床
下
浸
水

し
た
こ
と
か
ら
、家
屋
の
敷
地

と
床
下
の
消
毒
を
早
急
に
行
う

た
め
、専
門
業
者
に
委
託
し
て

実
施
し
た
も
の
。９
月
１
日
か

ら
集
中
的
に
消
毒
作
業
を
実
施

し
、２
２
３
軒
の
消
毒
を
実
施

し
た
。

Ｑ　

急
患
セ
ン
タ
ー
の
受
診
者

が
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、ど
う

考
え
る
か
。

Ａ　

26
年
度
ま
で
の
受
診
者
数

は
、ほ
ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
が
、27

道路認定の議案では現地調査を実施道路認定の議案では現地調査を実施

入曽入曽地区地域交流施設（仮称）整備事業地区地域交流施設（仮称）整備事業
の審査もの審査も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
た
め
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
た
め
に

　

常
任
委
員
会
か
ら
要
望
指
摘
事
項
を
提
出

９月定例会
９月１日～９月２９日

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、「
平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
」な
ど
、20
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議
長
を
除
く
21

人
の
議
員
で
採
決
し
た
結
果
、す
べ
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可

決
・
同
意
・
認
定
し
ま
し
た
。（
採
決
の
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
）



議案質疑議案質疑

（ 5 ） （ 4 ）

年
度
中
に
小
児
２
次
救
急
が
拡

充
さ
れ
、日
曜
日
に
受
け
入
れ

可
能
な
医
療
機
関
が
増
え
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、小
児
の
一

部
が
２
次
救
急
の
医
療
機
関
で

受
診
し
た
た
め
、27
年
度
か
ら

減
少
に
転
じ
た
と
考
え
て
い
る
。

◇
◇ 

都
市
計
画　

◇
◇

Ｑ　

入
曽
駅
周
辺
整
備
事
業
費

中
、地
区
の
活
性
化
向
上
の
た
め

の
企
業
ニ
ー
ズ
調
査
の
内
容
は
。

Ａ　

駅
周
辺
の
活
性
化
や
利
便

性
の
向
上
を
考
慮
し
、商
業
系

企
業
４
社
、マ
ン
シ
ョ
ン
系
企

業
３
社
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
し
、入
間
小
学
校

跡
地
へ
の
進
出
に
つ
い
て
意
向

を
把
握
し
た
。

Ｑ　

狭
山
市
駅
加
佐
志
線
整
備

事
業
費
中
、用
地
測
量
と
調
査

業
務
の
内
容
は
。

Ａ　

29
年
度
か
ら
の
用
地
取
得

に
向
け
た
用
地
測
量
、買
い
取

り
価
格
を
決
め
る
土
地
鑑
定
評

価
、建
物
補
償
な
ど
の
算
定
の

た
め
の
物
件
調
査
、道
路
の
雨

水
処
理
の
た
め
の
排
水
施
設
や

そ
の
経
路
の
検
討
業
務
で
あ
る
。

Ｑ　

狭
山
市
駅
加
佐
志
線
の
進

捗
状
況
は
。

Ａ　

26
年
度
か
ら
関
係
地
権
者

へ
の
個
別
説
明
を
は
じ
め
、各

種
調
査
や
道
路
の
設
計
を
基

に
、29
年
度
よ
り
用
地
取
得
に

着
手
し
て
い
る
。

◇
◇　

教　

育　

◇
◇

Ｑ　

重
点
事
業
で
あ
る
中
学
生

学
習
支
援
事
業
の
評
価
は
。

Ａ　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

参
加
し
た
生
徒
か
ら
、「
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
と
き
、丁
寧

に
教
え
て
も
ら
え
て
あ
り
が
た

い
」と
い
う
言
葉
が
大
変
多
く

聞
か
れ
、「
テ
ス
ト
の
順
位
が
上

が
っ
た
」、「
勉
強
す
る
習
慣
が

つ
い
た
」な
ど
本
事
業
の
成
果

と
い
え
る
声
が
あ
っ
た
。

　

課
題
は
、全
体
登
録
者
数
が

少
な
い
こ
と
や
、登
録
者
数
に

対
し
て
参
加
人
数
が
少
な
い
中

学
校
区
が
あ
る
こ
と
。、開
催
日

時
や
広
報
の
方
法
を
検
討
し
、

参
加
率
の
向
上
を
図
り
た
い
。

◆全員が賛成した議案
条例の制定農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例 条例の一部改正
地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例 補正予算一般会計（第３号）、国
民健康保険特別会計（第２号）、狭山市駅東口土地区画整理事業特別会計（第１号）、介護保険特別会
計（第１号）、後期高齢者医療特別会計（第1号） 決算認定狭山市駅東口土地区画整理事業特別会計、
後期高齢者医療特別会計 未処分利益剰余金の処分水道事業会計、下水道事業会計 その他市道路
線の認定（２議案）　

◆賛否が分かれた議案　　起立（賛成・同意）…○、着席…×、退席…退、討論者…討、議長は採決には参加しません

議
案
番
号

会派名
議員名

 議案名

創政会 創造 公明党 日本共産党 新政みらいはつらつ 無

千
葉
笹
本
三
浦
新
良
田
村
太
田
西
塚
金
子
矢
馳
町
田
綿
貫
加
賀
谷
磯
野
齋
藤
望
月
大
沢
猪
股
土
方
内
藤
中
村
大
島
高
橋

37 教育委員会委員の任命 ○ ○ ○○○○○○○○○○ ○

議

長 

○ ○ ○○ ○ 退退 退

40 29年度一般会計補正予算
（第2号） ○ ○ ○○○○○○○○○○ ○ ×××○ ○ ○○ ○

47 28年度一般会計決算認定 ○ ○討 ○○○○○○○○○○ ○ ×××討○ ○ ○○ ×

48 28年度国保特別会計決算
認定 ○ ○ ○○○○○○○○○○ ○ ××討×○ ○ ○○

×
討

50 28年度介護保険特別会計
決算認定 ○ ○ ○○○○○○○○○○ ○ ○○○○ ○ ○○ ×討

53 28年度水道事業会計決算
認定 ○ ○ ○○○○○○○○○○ ○ ×

討××○ ○ ○○ ○

55 28年度下水道事業会計
決算認定 ○ ○ ○○○○○○○○○○ ○ ×××○ ○ ○○ ○　

　平成29年第３回定例会では、市長提出議案20議案を審議し、採決の結果、
すべて可決・同意・認定しました。

■総務経済委員会
１　市民会館周辺の交通対策については、駐
　車場の確保や周知を徹底し、交通渋滞の緩 
　和に努められたい。
２　高齢ドライバーによる交通事故を減らす
　ため、高齢者の運転免許返納率を高めるた
　めの施策の充実を図られたい。
３　農業の振興については、意欲ある農家の
　生産拡大や高品質化に向けた取り組みのた
　め、若手の農業後継者の更なる育成・支援に
　努められたい。
４　契約事務に当たっては、疑念を持たれるこ 
　とのないよう、更なる適切な事務執行に心が
　けられたい。

■文教厚生委員会
１　ふれあい健康センター等の施設の利用率向
　上に取り組み、市民が主体となる健康増進の

　一層の充実を図られたい。
２　障がい者用の災害備蓄品に関し、発災時
　に有効に活用できる体制を整備されたい。
３　児童・生徒のいじめ・不登校などの未然防
　止・早期解決に向け、相談員やスクールソー
　シャルワーカーなどの増員を図られたい。
４　小中学校の管理事業費に関し、教育環境
　整備の観点から、必要な予算確保、および執
　行に努められたい。

■建設環境委員会
１　空き家のデータベースの整備を進め、空
　き家の対策、活用を推進されたい。
２　智光山公園において、
　スケールメリットを活

い

　かし、新たな施設を設
　置するなど更なる活用
　を図られたい。

賛成討論（要旨）
　まち・ひと・しごと創生総合戦略に位置づけ
た多彩な事業の実施、また、市内外への情報発
信の取り組みも活発に行われ、市の魅力を例
年とは違った角度で発信できたことなど、新
しい取り組みは高く評価できる。
▶市税全体で、前年度比３億7,500万円の歳
入増であった。今後も市税の収納率向上や新
たな財源の確保をお願いしたい　▶ふるさと
納税返礼品制度は財源確保やシティプロモー
ションの面から、情報政策官の任用は電子自
治体推進の面から、一層の効果アップを希望
する　▶こども医療費の支給は、中学３年生
までの子どもの健全な成長と経済負担の軽減
になり、子育て世代にとって大変心強い　▶
ふるさとモノづくり応援プロジェクト事業
は、市民の地元への愛着と誇りの醸成や若い
世代のものづくりへの興味や関心を図ったも
のであり、これまでにない取り組みにより地
域の活性化を図ったことは評価したい

反対討論（要旨）
　実質単年度収支では、６年ぶりに１億６千
万円が黒字となったが、これまで市が実施し
てきた市民サービス、福祉事業、平和事業が見
直されて削減されたことなども、黒字となっ
た要因の一つではないか。
▶基地交付金は、入間基地の固定資産税相当
額21億円に対し約３割、６億5,500万円分しか
交付されていない　▶狭山市駅西口駐車場の
指定管理業者から、市に3,400万円支払われて
いる。学生の駐輪代や中央公民館使用者の駐
車代を無料にすべき　▶「狭山市の財政が厳
しい」と言うが、一般家庭の預貯金にあたる財
政調整基金は41億円あり、近隣市の中でトッ
プクラス。もっと市民サービスのために活用
すべき　▶障害者へのタクシー補助券やガソ
リン券の減額など事業の削減・縮小で約4,500
万円を削減しているが見直しを　▶保育所の
待機児童は当該年度末では145人。学童保育
の待機児童も58人いる。早期解決を

市長に要望書を提出
採決の結果

常任委員会からの　要望指摘事項　（一部要約）

◆平成28年度 一般会計歳入歳出決算認定
議案に賛成･反対します討

論
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! !

　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ
アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

委　員　会

（ 7 ） （ 6 ）

◆狭山市の公共交通の充実を！
①狭山市民なら一度は経験があるであろう「新
所沢駅止まり」の不便さの解消や、西武池袋線へ
の乗り入れなど、鉄道輸送のさらなる充実を図
る必要があると考えるが、市の見解は。
②利便性の向上のために、入曽駅と武蔵藤沢駅
を結ぶバス路線の新設などが必要と考えるが、
市の見解と取り組みは。
市民部長 ①鉄道事業者には、輸送力の増強とい
う点ではスピードアップや安定運行、運行時間
の延長などを、また、利便性の向上という点では
西武池袋線の直通運転や乗り換え時間の短縮な
どを引き続き要望していく。
②西武新宿線入曽駅と西武池袋線武蔵藤沢駅を
つなぐバス路線は、バス事業者による運行は難

しいと考えている。市民の生活圏の拡大と、利用
者の利便性の向上の観点から、市内循環バスの
入曽西循環コースを武蔵藤沢駅まで延長するこ
とについて、狭山市地域公共交通会議で協議し
ており、今後並行して入間市とも調整していき
たい。

その他のテーマ

▶鉄道輸送の充実
▶バス輸送の充実
▶良好な公共交通の形成

◆これまでの成果と課題
　昭和61年から行財政改革に取り組んで以降
30年が経過したが、主な成果と課題は。
副市長 職員の人件費の削減や、業務委託、指定
管理者制度の導入により、事業コストの削減に
効果を上げた。また、「新しい公共」の考え方に沿
って、市民などとの協働事業の推進に積極的に

取り組んできた。これからの行財政改革は行政
コストの削減だけでなく、ヒト、モノ、カネ、情報
といった行財政資源をいかに効果的に配分し、
活用していくかが重要となる。

◆今後の行財政改革の推進に当たって
　社会経済の環境が変化する中で、重要となる
視点や注意する点は。
総合政策部長 市民生活などに少なからず影響
を及ぼすため、市民の理解と協力を得るととも
に、職員に対しては不断の思いで行財政改革に
取り組む意識づけが重要である。また、こうした
取り組みによって、どのように行財政の改革が
なされるのか、その戦略も説明し、理解を得てい
きたい。

その他のテーマ

▶行財政改革の成果と課題は
▶重要となる視点や注意点は
▶経営を視点に入れた狙いは

◆
一
般
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計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

Ｑ　

国
の
交
付
金
に
よ
る
介
護
事
業
所
へ
の
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
対
象
施
設
は
。

Ａ　

５
つ
あ
る
対
象
施
設
の
う
ち
、要
介
護
３

以
上
の
方
が
多
く
利
用
す
る
２

施
設
が
今
回
の
対
象
と
な
っ
た
。

Ｑ　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
執
行
率
低
下
の
要
因
は
。

Ａ　

要
介
護
認
定
者
数
が
計
画
値
よ
り
低
い
水

準
で
推
移
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
考
え
る
。

Ｑ　

市
民
後
見
人
の
育
成
状
況
は
。

Ａ　

28
年
度
に
、市
民
後
見
人
養
成
講
座
基
礎

編
を
開
催
し
、８
人
が
受
講
し
た
。29
年
度
は
、

応
用
編
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

狭
山
市
の
生
活
保
護
率
は
、近
隣
市
と
比

べ
て
低
い
が
、そ
の
要
因
は
。

Ａ　

就
労
支
援
員
と
連
携
し
、積
極
的
な
支
援

を
行
っ
て
き
た
成
果
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

中
学
生
学
習
支
援
事
業「
さ
や
ま
っ
子
茶

レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
」の
課
題
と
委
託
先
は
。

Ａ　

課
題
は
、参
加
人
数
が
少
な
い
中
学
校
区

が
あ
る
こ
と
。委
託
先
は
、さ
や
ま
市
民
大
学
同

窓
会
で
あ
る
。

　９月定例会の常任委員会で審査した議案や所管事務調査などの中から、
概要をお知らせします。

常任委員会からの活動報告
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市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
と
市
外
へ
の
納

税
に
よ
る
市
民
税
控
除
額
の
実
績
・
影
響
は
。

Ａ　

ふ
る
さ
と
納
税
額
は
、平
成
28
年
度
に
返

礼
品
の
送
付
を
開
始
し
た
こ
と
か
ら
、27
年
度

の
約
４
３
６
万
円
か
ら
約
１
千
８
２
５
万
円

に
増
加
し
た
。一
方
で
、市
外
へ
の
納
税
額
も

増
え
て
お
り
、市
民
税
控
除
額
は
27
年
度
の
約

４
千
１
２
６
万
円
か
ら
約
８
千
４
６
２
万
円
と

増
加
し
て
い
る
。29
年
度
も
差
額
が
生
じ
る
も

の
の
、総
務
省
の
返
礼
品
見
直
し
指
示
の
影
響

も
あ
り
、寄
附
額
と
市
民
税

控
除
額
の
差
は
若
干
改
善
し

て
い
く
と
捉
え
て
い
る
。

◆
入
曽
地
区
地
域
交
流
施
設（
仮
称
）整
備
事
業
の
現
状

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
整
備
の
基
本
方
針
、現

時
点
で
の
設
計
内
容
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
た
。

Ｑ　

整
備
事
業
の
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
。

Ａ　

現
時
点
で
、設
計
委
託
料
、旧
格
技
場
解
体

工
事
費
、新
築
工
事
費
な
ど
合
計
６
億
９
千
２

４
０
万
２
千
円
。な
お
、防
衛
省
か
ら
、定
額
補

助
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太
陽
光
発
電
パ
ネ
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す
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の
合
計
２
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４
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１
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助
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予
定
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建
設
環
境
委
員
会
で
は
、決
算
認
定
に
あ
た

り
委
員
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
。

〇
狭
山
市
駅
上
諏
訪
線
は
、地
元
の
意
見
に
十

分
配
慮
し
、交
通
安
全
対
策
を
万
全
に
図
ら
れ

た
い　

〇
入
曽
駅
周
辺
整
備
事
業
は
、丁て

い
ね
い寧
な

住
民
対
応
を
し
な
が
ら
進
め
て
ほ
し
い　

〇
狭

山
工
業
団
地
拡
張
地
区
基
盤
整
備
事
業
は
、地

権
者
と
の
円
滑
な
協
議
を
行
い
、狭
山
市
の
産

業
の
活
性
化
の
面
か
ら
、ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
事
業
に
取
り
組
ま
れ
た
い　

〇
住
宅
用
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
積
極
的
な
周
知
と
、さ

ら
な
る
推
進
に
取
り
組
ま
れ
た
い

◆
市
道
路
線
の
認
定

　

市
道
の
認
定
に
あ
た
り
、現
地
調
査
を
実
施
。

狭
山
市
駅
上
諏
訪
線
の
視
察（
２
ペ
ー
ジ
写
真

参
照
）で
は
、道
路
延
長
が
長
く
、図
面
だ
け
で

は
理
解
し
に
く
い
部
分
も
確
認
し
て
い
る
。

◆
市
民
団
体
と
の
意
見
交
換
会

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
や
ま
環
境
市

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
の
意
見
交

換
会
を
行
な
い
、環
境
教
育
、不
老

川
の
河
川
改
修
な
ど
の
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。（
16
ペ
ー
ジ
参
照
）

行
財
政
改
革
の
一
層
の
推
進
を

狭山市の将来を考えた
「行財政改革」を!!

公共交通の充実と
狭山市の利便性の向上

土方　隆司（新政みらい）

内藤　光雄（新政みらい）

狭
山
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は

総
務
経
済
委
員
会

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
に

文
教
厚
生
委
員
会

住
み
良
い
狭
山
市
の
構
築
と
環
境
問
題

建
設
環
境
委
員
会
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡９月定例会では､17名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 9 ） （ 8 ）

◆公共施設マネジメント計画
①各施設の役割を検証し、市民参加で「再編計
画」を策定すべきでは。
②老人福祉センター（宝荘・寿荘・不老荘）は介
護予防や疾病予防に大きな役割を果たしてい
る。健康増進施設と位置づけ存続させる考えは。
市長 ①「公共施設白書」を基に各施設の役割と
特性を検証し、今後のあり方として、「公共施設
等総合管理計画」を策定した。
総合政策部長 ①「公共施設再編計画」は、既存審
議会での意見聴取、市民説明会やパブリックコ
メントなどで、意見を広く聴取して策定する。
長寿健康部長 ②健康増進施設にはトレーニン
グジムなどの設備も必要であることから、老人
福祉センターを現在のまま健康増進施設として

活用していく考えはない。

◆地域公共交通
　特別乗車証を路線バスでも利用できるようバ
ス事業者と交渉を行うべきでは。
市民部長 特別乗車証導入の可能性について、現
在検討中である。

その他のテーマ

▶30％減の統廃合計画見直しを
▶老人福祉センターの存続を
▶日常の支援を軸にした交通網

◆狭山市行政日本一を目指して　
　情熱一番をどのような形で市民・市職員に示
してきたのか。
市長 私の最大の使命は狭山の未来を守るとい
うことであり、その実現のために、公約に掲げ
た「若い世代を増やす」、「まちと産業に活力を
取り戻す」、「楽しめる健康高齢社会をつくる」、

「市政運営をみんなの力で」の４つの柱に沿っ
て、親元同居・近居支援事業や健康マイレージ事
業など各種の施策を推進している。また、行財政
改革にも積極的に取り組み、歳出の削減と市民
サービスの最適化を図っている。

◆憲法と自衛隊
　狭山市の教育現場では、どのように平和教育
を行っているのか。
学校教育部長 公教育では、日本国憲法は世界の
恒久平和のために努力するという平和主義を掲
げていること、自衛隊は我が国の安全と防衛を
担い、災害救助や災害復興支援、さらに国際貢献
にも尽力していることを、学習指導要領に基づ
いて教えている。

その他のテーマ

▶行政の意識改革
▶平和教育
▶緊急事態の対応

◆市独自のバウチャー制度の策定を
　現在、中学１年生から３年生までを対象に実
施している「中学生学習支援事業」の対象を２年
生までとし、３年生は、教育機会の均等や市内全
体の学力向上を目的として、大阪市のような「塾
代助成事業」の制度を考えては。
市長 バウチャー制度を導入している各市では

有効な施策になっていると考えられる。学校の
勉強だけでは足らずに塾に通うことに、経済的
な格差がある現実は、ご指摘のとおりであると
思う。公教育の水準を上げることが問われてお
り、まずは、義務教育で、基礎学力がしっかりと
身につくように努力していくことが、責務であ
ると考えている。

◆全国学力・学習状況調査の結果
　市長の公約である「学力日本一」は、いつまで
に実現するのか。
市長 学力向上のためには、バランスのとれた生
きる力を総合的に育

はぐく

む必要がある。今後も、全力
で努力をしていくので、学力日本一が早く訪れ
るよう金子議員にも協力をお願いしたい。

その他のテーマ

▶市税の納税・猶予・滞納
▶学校教育バウチャー
▶学校外教育バウチャー

◆浸水対策と環境への配慮の兼ね合い
　「第三次不老川生活排水対策推進計画」を踏ま
え、「不老川床上浸水対策特別緊急事業」をどの
ように進めていくのか。
環境経済部長 河川管理者の県が行う治水対策
を目的とした事業であるが、第三次不老川生活
排水対策推進計画を踏まえ、河川施設やその施

工方法は環境に配慮したものとするよう、市民
団体の意見なども参考にしながら県に要望して
いきたい。

◆誰もが安心して入曽駅前を通行できる整備と
するために
　駅前整備を予定している場所へのアクセス道
路が必要と考えるが。
都市建設部長 県道所沢狭山線から現在の駅東
口へ向かう市道Ｂ296号線と、県道川越入間線
から、アクセス道路を計画している。また、駅西
側は、県道川越入間線から現在の駅西口へ向か
う市道Ｂ313号線から、駅前広場へのアクセス
を計画しているが、さらに広域的な視点からも
検討する必要があると考えている。

その他のテーマ

▶入曽駅周辺整備の実現

平成29年度全国学力・学習状況調査平均正答率
（詳しい調査結果は狭山市教育センターＨＰで）

中学校３年生
差
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Ｑどのような公共交通なら利用したいか
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自衛隊さんにありがとうを

学校外教育バウチャーなどを
制度化し、学力向上を
金子　広和（創造）

田村　秀二（創政会）

氾
はんらん

濫を鎮め、不老川の恵みを
後世に残すには
町田　昌弘（創造）

公共施設・公共交通　
ー市民の声で政策形成を

大沢　えみ子（日本共産党）
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡９月定例会では､17名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 11 ） （ 10 ）

◆健康意識を高め行動を喚起する施策を
　創生総合戦略に「健康体力づくりポイント制
度の導入を図る」とある。市民全体に開かれた仕
組みであってほしいが、事業の方針は。
長寿健康部長 今年度開始した「おりぴぃ健康マ
イレージ事業」は、健康づくりの講座や講演会な
どへの参加、歩いた歩数に応じてポイントが付
与され、特典を受けられる。今後は、各種検診を
受診された方などを対象に、特典を付与できる
制度を検討したい。

◆高濃度乳房の告知化を
　女性が罹患するがんで、最も多いのが乳がん
である。乳腺密度が特に高い人は、マンモグラフ
ィ検査では、がんを発見できない場合があり、高

濃度乳房を告知しエコー検査を勧めている自治
体がある。このような対応を望むが、見解は。
長寿健康部長 厚生労働省では、乳がん検診で高
濃度乳房が判明した場合、受診者にお知らせす
る体制を整備する方針で、現在、指針を検討して
いる段階にある。狭山市としては、国の指針を踏
まえて、狭山市医師会と協議していきたい。

その他のテーマ

▶データヘルス計画の活用
▶健康管理で生活習慣病を防ぐ
▶がん検診の精度管理を厳格に

◆シティプロモーションの先にある未来構想
　「行ってみたい狭山」「住んでみたい狭山」イメ
ージの醸成と定住促進に向けた取り組みは。
総合政策部長 シティプロモーション活動の一
環として行っているロケーションサービスは、
狭山市の知名度の向上に着実につながってお
り、このことは市民の郷土への誇りや愛着の醸
成、定住の意識づけにもなると考えている。ま
た、市外に住む人にも、狭山市への関心を高めさ
せ、交流人口の増加や地域経済の活性化などに
も効果が期待でき、さらには狭山市への移住な
どの面からもプラスに作用すると考えている。

◆災害時避難情報発令基準の総合的判断
　近年の降雨の激甚化に対応した避難指示の状

況と早期避難支援の取り組みは。
危機管理監 風水害の被害が予測される場合、上
流域の気象予測や河川の状況などを踏まえ、避
難情報を発令する。短時間豪雨などによる河川
の急激な増水に対応するには、発令基準を前倒
しして発令したり、避難所を早期開設するなど
の柔軟な対応が重要と考えている。

その他のテーマ

▶飲食店と農家のネットワーク
▶大型医療施設周辺の交通安全
▶高齢者の振り込め詐欺防止

◆入曽駅周辺整備事業
①入曽駅周辺整備事業の進捗状況は。
②鉄道事業者との協議状況は。
③事業費はどのくらいになる見通しなのか。
都市建設部長 ①平成28年度は、駅前広場、アク
セス道路、駅東西連絡通路などの整備や駅周辺
の活性化に資する民間施設の立地など、事業手
法も含めて実現可能な範囲で計画案の検討を行
った。29年度は、より詳細な土地利用計画など
を検討し、基本計画を取りまとめていく方針で、
今後、計画案を市民に公表し、意見などを聴取し
ていきたい。なお、公表する計画案は、その実効
性を見きわめる必要性があることから、現在、調
査・測量・設計、さらに関係機関との事前協議な
どを進めている。

②基本計画案では、駅の東西をつなぐ通路と、こ
れに伴う駅舎の改修などを予定しており、鉄道
事業者とは計画案を踏まえ、協議を進めている。
③28年度に作成した計画案の中では、概算で総
額約50億円前後と捉えているが、国や県の補助
金を活用することも含め、事業費の精査を行い、
市の負担をできるだけ軽減したい。

その他のテーマ

▶事業の進捗状況
▶鉄道事業者との協議
▶事業費の見込みは

その他のテーマ

▶福祉施策としての居住支援
▶住宅セーフティーネット制度
▶地方創生の本格的事業展開

◆住まいは、生きていくうえで、そして自立をす
るうえでの基盤
①住宅確保が困難な方への居住支援の充実の必
要性は。
②公営住宅だけでなく、民間賃貸住宅や空き家
の活用も含め、生活困窮者が安心して住むこと
ができるセーフティーネットの構築への見解は。
福祉こども部長 ①低所得者に一定期間家賃相
当額を支給したり、困窮度などにより市営住宅
に優先入居させたりしている。また、一部の市営
住宅では車椅子を利用する障害者向けの住居を
設けている。高齢者や障害者、低所得者が今後も
地域で安心して暮らしていくためには、その基
盤となる住まいの確保が必要不可欠なため、今
後のまちづくりにおける重要課題としてとらえ、

さらなる充実を図ることが必要と考えている。
②民間賃貸住宅や空き家を活用して住宅セーフ
ティーネットの仕組みを構築することは、生活
困窮者の居住の安定を図る上で重要で、また、民
間賃貸住宅や空き家の活用を図る上でも意義あ
るものと認識しており、今後、国や県の動向を見
ながら検討していく。

野菜を多めに

良い生活習慣で健康に良い生活習慣で健康に

プラス
1000歩

適度な睡眠

食事運動

睡眠

住
ん
で
み
た
い
狭
山

入
曽
駅
前
整
備
の
早
期
実
現

を
望
む

健康経営の視点を持ち
健康寿命の延伸を

社会的に弱い立場の方の
支援の充実を

加賀谷　勉（公明党）

狭山ファンの拡大と
安心なまちづくりの推進！
千葉　良秋（創政会）

綿貫　伸子　（公明党）

入曽駅前整備は
どうなっているのですか

三浦　和也（創政会）
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
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アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 13 ） （ 12 ）

◆生活保護
　生活保護の対応として、相談者には必ず保護
申請の意思を確認すべきでは。
福祉こども部長 相談者の状況を確認した上で、
他制度の活用などについて助言を行うととも
に、生活保護制度の仕組みについても十分な説
明を行い、保護申請の意思を確認している。

◆公共交通
①笹井・根岸地域からの要望が多い、入間市への
バス乗り入れの考えは。
②公共交通の見直しで予算はどう変わるか。
市民部長 ①水富循環コースのルートを入間市
野田にある商業施設まで延長する案を地域公共
交通会議に提示し、具体的な検討を進めている。

②平成28年度決算では、バス事業者への運行補
償を含め約4,797万円であった。現在、地域公共
交通会議で市内循環バスのルートの見直しを検
討しているが、バス事業者への運行補償料の上
限を4,000万円程度としていることから、運行経
費の総額も、現行と大きく異なることはないと
考えている。

その他のテーマ

▶入間市へのバスの乗り入れを
▶生活保護申請は国民の権利
▶生活保護予算の拡大を！

◆狭山市を誰にも優しい街
まち

に
①私たちにできる心づかい、障害のある方々へ
の「合理的配慮」について、今後どう周知するか。
②障害のある方、ない方が継続して一緒に生涯
学習やスポーツに取り組める機会の拡充は。
福祉こども部長 ①広報紙やホームページをと
おして障害特性の理解促進に努めてきたが、今
後は、何に困り、どのような配慮が必要なのかを
学ぶことで各種障害への理解を深めていく「あ
いサポート運動」に取り組んでいきたい。この運
動が市民や企業、学校にも広まり、サポーターが
増え、市民全体の意識の醸成が図られるように、
本格実施に向けて準備を進めている。
生涯学習部長 ②中央公民館や水野公民館では、
ボランティアの補助を受けながらさまざまな取

り組みに挑戦するなど、障害のある方の社会参
加の促進を図っており、今後も、公民館事業など
を通じて、生涯学習活動を推進していきたい。ま
た、地域の運動会では、障害のある方も含め、よ
り多くの方が参加できるように、運動会のあり
方や種目の見直しなどを行った地域があり、こ
うしたことを他の地域にも知らせていきたい。

その他のテーマ

▶障害への理解を地域で深める
▶地域や学校で一緒に活動する機会
▶共に取り組めるスポーツを推進

◆アスベスト対策
①東鵜ノ木団地のアスベスト対策の状況は。
②東鵜ノ木団地のアスベストの今後の対応は。
③アスベストが存在する公共施設を公表する考
えは。
都市建設部長 ①平成21年３月に、既存天井の上
に新たに天井材を取りつけ、アスベストを含ん
だ「ひる石」を露出させないようにする囲い込み
工法による対策工事を実施した。
②囲い込みを行った住居におけるアスベストの
飛散は考えづらいが、日常管理の中で、入居者と
一緒に状況を確認し、不具合が生じた場合には、
適切に対応措置を講じていく。
③吹きつけ材のアスベスト含有量が規制値を超
えていた施設は、既に施設を解体するか、アスベ

ストの除去を実施した。囲い込み工法で対策工
事を実施した市営住宅東鵜ノ木団地は、入居者
に周知しており、市の公式ホームページでも公
表している。旧し尿処理場は、すべての窓や出入
り口を板で覆い、飛散しないようしているが、現
在施設を使用しておらず公表はしていない。今
後、公表することも検討したい。

その他のテーマ

▶東鵜ノ木団地のアスベスト
▶アスベストマップの製作を
▶茶の花号の路線延伸を

◆災害時受援計画の策定
　数度提案しているが、平時の職員数を減らす
ことは費用削減の効果がある一方、災害時など
の緊急対応人員の不足が予想される。それらを
補うため、他市からの応援を効果的に受け入れ
る計画の早期策定が求められるが、見解は。
危機管理監 災害時受援計画を策定するには、災
害時に支援を必要とする内容を事前に特定し、
人員や物資などをリストアップする必要があ
る。そのための時間を要することから、平成30
年度中の計画策定を目指している。

◆ドローン活用への積極的な取り組みを求む
　過去にも指摘しているが、今後ますます技術
革新が進んでいくドローン(無人航空機)は、市

の業務への活用の可能性が大いに感じられる。
現在の検討状況は。
危機管理監 災害時のドローンの活用は、導入機
種、飛行範囲や空域、オペレーターの養成など具
体的に検討を行っていく。また、防災対策以外で
も、さまざまな分野で活用が期待できることか
ら、関係課と検討していきたい。

その他のテーマ

▶市の業務へのドローンの活用
▶昨年の台風９号対応の教訓
▶防災訓練計画への女性の参加

0
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予算額

決算額

生活保護費の予算、決算対比

地域や学校で、みんな一緒に！

被
災
時
に

支
援
を
受
け
入
れ
る
準
備
を

ノン・アスベスト社会の
構築に向けて！

誰にも優しい
『共生社会』の実現を目指して

望月　高志（日本共産党）

笹本　英輔（創政会）

生活保護の目標は
「憲法２５条の達成」に！

猪股　嘉直（日本共産党）

矢馳　一郎（創造）

被災時に他市から支援を受け
る体制の整備を
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡９月定例会では､17名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 15 ） （ 14 ）

◆文化政策
①狭山市出身、在住の文化人・美術家の作品など
が散逸しないように、買い上げては。
②入曽駅前や入間中学校跡地に、有名な方の大
きな彫

ちょうそ

塑などを設置し、狭山市のシンボルとし
てはどうか。
③狭山市出身の著名な建築家の作品を市内に１
館は建てるべき。市の品格を高めるために、入曽
地区地域交流施設（仮称）や入曽駅の駅舎の設計
を依頼してはどうか。
市長 ①狭山市にゆかりのある芸術家や文化人
の作品に、身近に触れ親しむことのできる機会
や場を設けることは、市民の地域に対する愛着
心や誇りを醸成することにもつながると考えて
いる。こうしたことから、現在、狭山市ゆかりの

文化人の作品取得を検討している。
②入曽駅前開発や入間中学校跡地の活用を進め
る上での提案の一つとして受けとめたい。
③入曽地区地域交流施設（仮称）は、既に設計業
者が決定し、整備推進委員会の意見などを聞き
ながら設計を進めている。入曽駅の駅舎の設計
は、提案の一つとして受けとめたい。

その他のテーマ

▶30年度の予算編成方針は
▶自死の第三者機関での検証は
▶情報政策官への組織対応は

◆市街化調整区域の開発
①近隣市に比較し市街化区域が面的に少なく見
えるが、開発は限定的なのか。
②調整区域内の開発許可における周辺との調和
は、どのように担保されているか。
都市建設部長 ①狭山市の面積4,904㌶のうち、市
街化区域の面積が1,442㌶で約３割を占めている。
近隣市と比較しても大きな差はなく、市街化区域
の面積が相対的に少ないという状況にはない。
②都市計画法に基づく技術基準のほか、狭山市
の条例などに基づき、開発内容に応じて周辺地
域との調和を図るよう指導している。

◆昨年の台風９号の水害の教訓を活
い

かす
　自主防災組織や消防団の救助を補完するため

に有用な救助用ゴムボートを配備しては。
危機管理監 救助用ゴムボートは、埼玉西部消防
組合に配備しているが、浸水被害が広範にわた
る場合などでは、救助活動が遅れることも想定
される。こうした場合、地域の消防団や自主防災
組織の救助活動が大変重要と考えており、救助
用ゴムボートの配備を今後検討していきたい。

その他のテーマ

▶市街化に編入されるケースは
▶昨年水害を受けた平屋件数は
▶他市の自助・共助の取り組みは

パソコンで！スマートフォンで！

狭山市議会をインターネットで狭山市議会をインターネットで
ライブ中継 本会議をライブで配信します。
 （委員会は除く）
録画配信 本会議開催日のおよそ１週間後に
 配信します。
http://wwwinfo.city.sayama.saitama.jp/gijiroku/

◆無形民俗文化財の後継者育成と継承
　鹿子舞（獅子舞）・囃

は や し

子・甘酒祭りなどは高齢
化の波にあらがえず、後継者不足は深刻で、技の
継承ができないのが実情であり、後継者の育成
は喫緊の課題である。この状況をどのようにと
らえ、永く後世に伝えるために、どう考えるか。
生涯学習部長 無形文化財は、一度途絶えてしま
うと復活させることは容易でなく、これを継承
していくには、関係者のみならず、地域と行政が
連携・協力して取り組む必要があると考える。

◆博物館資料の完全目録化と研究体制確立
　資料の寄託・寄贈者の思いを真

し ん し

摯に受け止め、
早急に完全なデータベース化を図り、市自らの
研究と研究者のサポート体制を図るべきと考え

るが、見解は。
教育長 膨大な資料のデータベース化は、多くの
時間と労力が必要で、詳細なデータベース化に
は至っていないが、今後取り組んでいく。
生涯学習部長 資料の研究は、博物館協議会など
の意見を参考に、大学などの研究機関とも連携
して、研究体制づくりを検討していきたい。

その他のテーマ

▶池田満寿夫氏作陶の活用を！
▶博物館資料の完全目録化を！
▶お茶香るまち事業の徹底を！

市議会を傍聴しませんか!?市議会を傍聴しませんか!?
　狭山市議会は、本会議・委員会とも、どなたでも傍聴が
できます。小さなお子さん連れの方も入場できますので、
ぜひ、お越しください。ま
た、手話通訳や要約筆記の
派遣をご希望の方は、事前
に議会事務局へお問い合
わせください。

　総務経済委員会で委員長と副
委員長の変更がありました。
　　　中村　正義　委員長
　　　三浦　和也　副委員長
　　　太田　博希　委員
　　　西塚　和音　委員
　　　加賀谷　勉　委員
　　　猪股　嘉直　委員
　　　磯野　和夫　委員
　　　田村　秀二　委員 入
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都市計画を
明日の入曽

ま　　　ち

地区づくりに！
西塚　和音（創造）

狭山市を文化芸術の薫るまちに

高橋ブラクソン久美子（無所属）

鹿
し し ま い

子舞など、無形民俗文化財
継承は喫緊の課題
中村　正義（はつらつ）
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土・日曜日を除く。日程は変更になる場合があります。
問合せ議会事務局へ  ☎ 04-2953-1111 内線 3311
 FAX  04-2955-2396 

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

千 葉 　 良 秋
三 浦 　 和 也
西 塚 　 和 音
矢 馳 　 一 郎
土 方 　 隆 司
綿 貫 　 伸 子
大 沢 え み 子
中 村 　 正 義

　本会議や委員会活動のほか、他自治体への行政視察も実施してい
ます。新潟県中魚沼郡津南町への視察では、町長や町議員からのおも
てなしを受けた後、意見交換を実施。また、「子ども議会」では、事前準
備や当日の受付・進行を手作りで、そして、「入間川七夕まつり」では、
短冊に願い事を書き飾るコーナーと矢来飾りを出展しました。

●自治会連合会
　10月17日(火)、
狭山市自治会連合
会の皆さんと、正
副議長、各委員会
委員長などが出席
し、意見交換会を
開催しました。
　今年の意見交換のテーマは「狭山市が希望
あふれるまちになるために」。出席者からは、
「狭山市をよりよくする」ための思い思いの意
見が出されました。また、会の冒頭では、議会
からは各委員会の取り組み状況の報告が、自
治会連合会からは視察研修会や入間川七夕ま
つりの活動報告などがありました。

ケーブルテレビ議会情報番組

『withwith  ゆぅ 市議会ゆぅ 市議会』
これからの放送予定

１１月月1919日～１月日～１月2525日日
　放送開始時間は
7時30分、13時00分、17時30分、19時40分、22時30分

ぜひご覧ください

　
「
秋
。」学
校
や
公
民
館
、地
域
で
の
文

化
祭
が
多
く
催
さ
れ
る
季
節
で
す
。昔

か
ら
続
く
文
化
、新
た
に
作
ら
れ
て
い

る
文
化
と
さ
ま
ざ
ま
に
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
か
か
わ
る
一
つ
ひ

と
つ
が
文
化
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

時
が
変
わ
ろ
う
と
、時
代
時
代
の
文

化
を
後
世
ま
で
遺の

こ

し
て
い
く
た
め
に
、

関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、

各
文
化
財
を
、行
き
や
す
い
、観み

や
す

い
、覚
え
や
す
い
な
ど
、市
民
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
環
境
を
整
備

し
つ
つ
、子
孫
に
遺の

こ

し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
中
村　

記
）

●すこやかさやま連絡協議会
　10月２日(月)、
市内の健康づく
り団体のうち「健
康づくり推進協
議会」「すこやか
推進委員会」「す
こやか体操普及
指導員連絡会」で構成される「すこやかさやま
連絡協議会」と文教厚生委員会が意見交換会
を開催。協議会からは、食育カルタの作成や子
ども向け・座ってできるすこやか体操を検討
中などの報告があり、食事と運動の両面から
健康づくりの大切さを共有できました。

●さやま環境市民ネットワーク
　７月27日(木)に、建設環境委員7名と当該団
体12名で、「狭山の環境課題とCO2削減」をテ
ーマに意見交換を行いました。団体からは、4
分科会の活動紹介な
どがあり、今回の意見
交換会を契機に、今後
も連携していくこと
を確認しました。

全員ですこやか体操を体験

意見交換はなごやかに

活
発
な
意
見
交
換次号の議会だよりは２月９日発行

さやま議会だよりの点字版は
市役所･図書館などで閲覧できます

12月定例会の予定12月定例会の予定
11月29日(水)　開会、議案説明
12月１日(金)　議案質疑
　　 ４日(月)～５日(火)　常任委員会
　　 ７日(木)～11日(月)　一般質問
　　15日(金)　委員長報告、採決、閉会

表紙の写真 市議会議員の活動状況

市 議 会 の 活 動

各種団体との意見交換
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